
●人のうごき（10月１日現在）
8,690人（−14）
男4,405人（−8）　女4,285人（−6）
出生2人　死亡10人　転入19人　転出25人
3,885世帯（−5）（　）内は前月比
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特集　令和5年度まちの家計簿
素案へのご意見をお寄せください
町議会議員一般選挙

爽やかな秋晴れのもと　勇壮な声響く（田原祭）/10月13日（日）
　五穀豊穣を祈る田原祭が今年も盛大に行われました。
　還幸祭の巡行開始地点である御旅所では神事が行われた後、一ノ宮、大宮、三ノ宮の計三基
の御神輿が担ぎ手たちの「ソーラヨイヨイヨイ」の声とともに各社への帰路につきました。
　また12日（土）に御旅所にて行われた前夜祭では、多くの夜店が出店し大勢の人で賑わい
ました。
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（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。
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　近年は庁舎建設などにより基金の取り崩しが続い
ていましたが、減債基金などへの積み立てにより基
金残高は増加しました。

一般会計歳出
歳出額は約52億4千万円02

　町が支出した一般会計の総額は約52億4千万円で
前年度に比べて約2億4千万円の減となりました。人件
費・扶助費・公債費の義務的経費は前年度に比べて3.3
ポイント増加し、全体の44.7％を占めています。投資
的経費は、都市公園整備事業などの減により、前年度
に比べて5.2％減少し、全体の8.8％となりました。

財政力指数
前年度より微減06

　自治体の財政運営の自主性の大きさを表す指数
で、数値が高いほど、財政的に余裕があるという目
安になります。税源移譲などにより指数が上昇した
時期もありましたが、近年は税収の伸び悩みなどに
より悪化傾向にあります。

経常収支比率
財政の弾力性は前年度より2.7ポイント悪化03

　地方公共団体の財政構造の弾力性を表し、人件費、
扶助費、公債費など毎年必ず支出する経費を町民税
など毎年見込める収入で割った指標です。この比率
が低いほど、臨時の財政需要に余裕を持つことがで
き、財政構造に弾力性があると言えます。

健全化判断比率・資金不足比率
健全化指標は良好07
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＊1普通会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊2特別会計を含めた全会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊3借金等の返済額の大きさから資金繰りの度合いを判断する指標
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＊5企業会計の累積された資金不足額等から経営状況を判断する指標
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基　金
まちの基金残高は約16億円

健全化判断比率 宇治田原町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率　　＊1 ― 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率＊2 ― 20.0％ 30.0％

実質公債費比率　＊3 9.9％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率　　＊4 95.1％ 350.0％ ―

資金不足比率　＊5 宇治田原町 経営健全化基準
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など物価高騰に対する支援に重点投資
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一般会計歳入
歳入額は約54億2千万円01

　町に入った令和5年度の歳入は約54億2千万円
で前年度に比べて約2億4千万円の減となりまし
た。町税を中心とした自主財源比率は、国庫支出金、
町債などの依存財源の減少により前年度に比べて
2.3％増加しました。
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＊府内市町村平均は京都市を除く単純平均
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（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

項　　目 令和4年度 令和5年度 前年と比べて …（一般会計の項目）

光熱水費、家財費など 61,420円 62,550円 1,130円 … 物件費

食 費 116,550円 118,230円 1,680円 … 人件費

住 居 の 増 改 築 76,850円 45,840円 △ 31,010円 … 普通建設事業費
災害復旧事業費

住 居 の 補 修 1,900円 2,130円 230円 … 維持補修費

医 療 費 57,430円 62,830円 5,400円 … 扶助費

子 ど も へ の 仕 送 り 38,350円 38,460円 110円 … 繰出金

借 入 金 の 返 済 52,430円 53,100円 670円 … 公債費

親 戚 へ の 援 助 102,750円 104,260円 1,510円 … 補助費等

友 人 へ の 貸 付 金 10円 0円 △ 10円 … 出資金・貸付金

預 貯 金 の 積 立 40,220円 36,170円 △ 4,050円 … 積立金

合 　 計 547,910円 523,570円 △ 24,340円

　令和5年度末時点の起債残高は、借入が返済を下
回ったことから減少となりました。
　今後とも、適正な額の発行、借入条件が有利な地
方債の発行に努め、適切な起債管理・運用を図るこ
とが重要となります。

特別会計・企業会計
国保、後期、介護すべての特別会計で黒字08
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　特定の事業を行うために設置されている特別会計
と企業会計は次のとおりです。国民健康保険、後期
高齢者医療、介護保険すべての会計で黒字となりま
した。

＊水道事業・下水道事業は歳入を総収益に読み替え。

（千円以下切り捨て）

　一般会計の決算額を１か月の家計の収支に例え
て、“うじたわら家”の家計がどうなっているのか。
　Ｑ＆Ａで簡単にポイントを説明します。

　町の一般会計を

１か月分の家計に

置き換えてみました。

Ｑ医療費が増えているのは？
Ａ少子高齢化を背景に年々増加傾向にあ

るよ。令和5年度は住
民税非課税世帯などへ
の価格高騰緊急追加支
援給付金の増加が主な
要因だよ。

Ｑ世帯主の収入は減っているね。
Ａ法人町民税が大
幅に減ったことか
ら、全体では前年
度に比べて2.2％
の 減 少 に なった
よ。

Ｑ住居の増改築が減っているの
は？
Ａ消防ポンプ自動
車更新や都市公園
整備の事業が減っ
たことなどから減
少しているよ。

Ｑ借入金が減っているのは？
Ａ投資的事業が減ってい
ることと、交付税の代替
財源の臨時財政対策債が
大幅に減少していること
から、前年度より減少し
ているよ。

項　目 令和4年度 令和5年度 前年と比べて …（一般会計の項目）

世 帯 主 の 収 入 172,190円 168,460円 △ 3,730円 … 町税

配 偶 者 の 収 入 165,540円 169,320円 3,780円 … 地方交付税など

親 か ら の 仕 送 り 110,060円 100,930円 △ 9,130円 … 国・府支出金

事 業 収 入 6,290円 6,180円 △ 110円 … 分担金、使用料など

そ の 他 収 入 50,120円 47,020円 △ 3,100円 … 寄附金、繰越金など

借 入 金 44,370円 23,380円 △ 20,990円 … 町債

預 貯 金 の 引 き 出 し 17,740円 26,640円 8,900円 … 繰入金

合 　 計 566,310円 541,930円 △ 24,380円

一般会計の歳入・歳出決算を10,000で割った金額を１か月の家計に置き換えています。

町　債
まちの借金残高は約64億8千万円04
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会　　計 歳　　入 歳　　出 差 引 額

特
別
会
計

国民健康保険 10億2,564万円 10億705万円 1,859万円

後期高齢者医療 1億6,130万円 1億5,524万円 606万円

介護保険
（保険事業勘定） 8億5,784万円 8億2,695万円 3,089万円

介護保険
（介護サービス事業勘定） 525万円 403万円 122万円

企
業
会
計

水道事業（収益的） 2億6,501万円 2億6,372万円 129万円

水道事業（資本的） 7,509万円 1億567万円 △3,058万円

下水道事業（収益的） 3億9,766万円 3億9,637万円 129万円

下水道事業（資本的） 4億768万円 4億9,992万円 △9,224万円

68億1,627万円

67億5,597万円

64億7,890万円63億9,860万円

67億4,662万円

3年度 4年度 5年度元年度 2年度

広報うじたわら 令和６年11月号03



令和5年度に

取り組んだ主な事業 つのまちづくりの目標と基本姿勢

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費（538万円）
　低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活支援を行う観点
から、子育て世帯生活支援特別給付金を支給しました。

高規格救急自動車更新事業費（3,410万円）
　緊急時における安心・安全を確保するため、京田辺市消防本部宇治田
原分署の救急自動車を更新し、救急業務の充実を図りました。

住民税非課税世帯等への価格高騰緊急追加支援給付金事業費（6,127万円）
　物価高騰による影響が大きい世帯への負担軽減を図るため、住民税非
課税世帯等に対して価格高騰緊急追加支援給付金を支給しました。

ふるさと納税推進事業費（1億780万円）
　ふるさと納税を通じて、まちのPRと知名度アップ、地域産業の活性
化を推進するとともに、子どもたちのための寄附増収を図りました。

「ハートのまち」移住定住プロモーション事業費（164万円）
　まちの活力や移住定住の推進に向け、｢ハートのまち｣ などのコンセプ
トを積極的に打ち出すシティプロモーションを展開しました。

有害鳥獣対策事業費（402万円）
　有害鳥獣による農林作物等の被害が増加する中、被害の軽減及び防除
対策の各種対策に取り組み、被害の軽減に努めました。

お茶の京都観光まちづくり推進事業費（483万円）
　まちの魅力創出に関する取組等の実施、観光情報発信の充実に向けた
観光ポータルサイトの運営を行いました。

第６次まちづくり総合計画策定事業費（612万円）
　令和5・6年度の2か年にて「まちづくり総合計画」及び「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の次期計画を策定するため、まちづくり総合計画
審議会の設置・運営等を行い、基本構想案を取りまとめました。

宇治田原山手線整備事業費（1億3,286万円）
　新名神高速道路の効果を町内全域に幅広くつなげるため、都市計画道
路宇治田原山手線の整備促進を図りました。

宇治田原山手線関連事業費（工業団地線）（1,959万円）
　宇治田原山手線と宇治田原工業団地を結ぶ宇治田原工業団地線の進路
詳細設計等を進めました。

水道事業会計負担金（物価高騰対策水道料金減免事業）（3,350万円）
　コロナ禍での原油価格・物価高騰に直面する水道利用者の負担軽減を
図るため、水道料金の基本料金を減免しました。

保育所心を育む茶レンジャー育成事業費（60万円）
　自信を持って意欲的に取り組む子どもの心を育むため、保育士の更な
る保育力の向上を図るとともに、子どもたちの保育環境を整えました。

出産・子育て応援事業費（421万円）
　妊婦等に対し、出産育児関連用品の購入費の支援を行うとともに、対
面での面談などの伴走型支援を行いました。

地域部活動推進事業費（39万円）
　生徒の豊かなスポーツ及び文化芸術活動の実現と教職員の働き方改革
の観点から、学校と地域との連携による部活動の地域移行を段階的に進
めました。

小中学校給食費支援事業費（2,124万円）
　物価高騰による保護者の経済的負担を軽減するための緊急的な措置と
して、小中学校3校の2・3学期の給食費を全額支援しました。

やかに安心して
暮らせるまち

気にあふれる
交流のまち

域コミュニティやまちづくり参画意識の向上と
住民、行政のパートナーシップの構築

利で快適に
過ごせるまち

育てと学びを
応援するまち

行政の基本姿勢は、将来像を実現するために定めるまちづくりの目標を推進するにあたって、全分野において共通する行政の基本的な
姿勢を定めたものです。

本町の将来像を実現していくため、４つのまちづくりの目標（基本計画における政策の柱）を設定し、事業を行いました。

４

健

活

地

便

子

一般
会計

行政改革・行政評価推進事業費（3万円）
　「第7次行政改革大綱」及び同「実施計画」の着実な推進のため、外部
評価委員会による進行管理を行いました。

果的な行財政運営効

（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。
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　11月25日～ 12月１日は「犯罪被害者週間」です。
支援の輪を広げる取り組みに、ご協力をお願いします。

▼支援の流れ

寄贈いただいた本等を買い取り業者へ送付

買い取り業者が査定した買い取り相当額を
京都犯罪被害者支援センターに寄付

寄付金は犯罪被害にあわれた方の
支援活動に活用

▼回収箱設置場所
　役場、図書館、ふれあい福祉センター、
　保育所、地域子育て支援センター

▼注意点
　�ISBNコードのついていない本、百科事典、コンビ
ニコミック、雑誌等は対象外

犯罪被害者支援
　ホンデリングプロジェクトにご協力を

　ホンデリングプロジェクト
は、皆さんから寄せられた本
やＣＤ・ＤＶＤ・ゲームの売
却代金を犯罪被害者支援活動
に役立てるものです。
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の

「
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
ほ
か
、
維
孝
館
中
学
生
に
対

す
る
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」、
田
原
・
宇
治
田
原
小
学

校
４
～
６
年
生
児
童
へ
の
カ
ー

ド
調
査
、
町
外
在
住
者
へ
の
都

市
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
公
募
、
各
種
団
体
の

方
の
参
加
に
よ
る
、
ま
ち
の
未

来
を
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
、
ニ
ー
ズ
把

握
と
、
現
行
計
画
・
戦
略
の
評

価
検
証
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
審
議
会
（
＊
）
で

の
審
議
の
も
と
、
こ
の
た
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
素
案
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
よ
り
多

く
の
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
く

た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
　
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
方

募
集
期
限
　
11
月
11
日
（
月
）

～
12
月
10
日
（
火
）

資
料
の
公
表
　
役
場
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
、 

町
立
保
育
所
、 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
や

す
ら
ぎ
荘
※
町
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載

提
出
方
法
　
①
計
画
名
②
住
所

③
氏
名
④
連
絡
先
⑤
ご
意
見
を

記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
（
本
文
に
直
接
入
力
、
添
付

フ
ァ
イ
ル
不
可
）、郵
送
、持
参
。

様
式
不
問

※ 

①
～
⑤
が
無
記
入
や
電
話
・

口
頭
の
応
募
は
受
付
不
可

意
見
の
取
扱
い
　
ご
意
見
に
対

す
る
町
の
考
え
方
を
審
議
会
で

審
議
の
上
、
町
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表

（
個
人
情
報
除
く
）

・

企
画
財
政
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
２
／
メ
ー
ルkikaku

seisaku@
tow

n.ujitaw
ara.

lg.jp

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲
３
２
３

１
／
〒
６
１
０
︲
０
２
８
９

（
住
所
記
入
不
要
）

＊
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
審
議

会
：
地
域
住
民
、
有
識
者
18
名

か
ら
な
る
外
部
審
議
組
織
。

◉第６次まちづくり総合計画
◉まち・ひと・しごと創生総合戦略

素案へのご意見をお寄せください

Public Comment

　
化
石
資
料
室
の
見
学
と
化

石
を
含
む
岩
石
か
ら
の
取
り

出
し

日
時
　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
奥
山
田
ハ
ー
ト
フ
ル

化
石
広
場

講
師
　
馬
越
　
仁
志
氏

対
象
　
小
学
５
年
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
先
着
10
組
（
町
外
の

方
も
参
加
可
能
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
11
月
15
日
（
金
）

ま
で

　
町
内
在
住
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

指
導
の
も
と
、
ガ
ラ
ス
と
紙
粘

土
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
小

物
作
り
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日
（
土
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

講
師
　
中
山
知
子
氏
（chico

硝
子
意
匠
）

対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
（
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
　
先
着
15
人

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
期
限
　
11
月
15
日
（
金
）

ま
で

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
魚

を
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
海
中
で

泳
が
せ
ま
す
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）
午

前
９
時
～
正
午

場
所
　
役
場
１
階
会
議
室
１

０
１
・
１
０
２

講
師
　
町
職
員

対
象
　
小
学
１
～
４
年
生
の

児
童
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
先
着
８
組
（
保
護
者

１
人
に
対
し
て
、
子
ど
も
２

人
ま
で
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
11
月
22
日
（
金
）

ま
で

親
子
化
石
発
掘
体
験

親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

～
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
体
験
～

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ト
作
り

楽
し
く
学
び
視
野
を
広
げ
よ
う

学
び
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
６
６
１
３
）

親子化石発
掘体験

クリスマス
ライト作り

親子でプロ
グラミング

申
込
期
間
　
２
次
元
コ
ー
ド
で
申
し
込
み
。
読

み
込
め
な
い
場
合
は
、
電
話
に
て
申
し
込
み

【各計画等素案の概要】

基
本
構
想

めざすまちの将来像 もっと　ずっと�宇治田原
～やすらぎ　つながり　にぎわい　ハートのまち～

将来人口目標 令和16年（2034年）度
7,800人

令和22年（2040年度）
7,300人

基
本
計
画

期間 基本構想　令和7年（2025年）度～
　　　　　令和16年（2034年）度【10年間】

基本計画　前期　令和7年度～令和11年度
　　　　　後期　令和12年度～令和16年度

まちづくりの目標

（１）やすらぎのまちづくり
（２）つながりのまちづくり
（３）にぎわいのまちづくり
（４）ハートのまちづくり

行政の基本姿勢 （１）住民が主役のまちづくりの推進
（２）効果的な行財政運営（デジタル化推進含む）

まちづくり戦略
（第3期地域創生
　総合戦略）

１　うじたわらっ子育み応援戦略
２　まちの活力アップ戦略�
３　ずっと住み続けたいまちづくり戦略

【各計画等の関係イメージ】

広報うじたわら 令和６年11月号05



information

こちら消防分署 田辺警察署通信

　鶏肉のほか、豚肉でもおいしく調理していただけます。
七味や山椒などをかけてアクセントに。

エネルギー　727kcal
タンパク質　29.7ｇ
脂質　　　　23.5ｇ
塩分　　　　4.9ｇ

① 鶏肉はそぎ切りにして、片栗粉を薄くまぶす。
②　長ネギは5㎝の長さに切る。アスパラは下の固い皮をむき、5

㎝の長さに切る。
③　梅干しは種を除いてちぎり、Ⓐと混ぜておく。
④　フライパンにサラダ油大さじ1/2を入れ、中火にかけ②の野

菜を焼き、塩少々を振り、取り出す。
⑤　④のフライパンにサラダ油大さじ1/2を入れ、①の鶏肉を両

面よく焼く。
⑥　余分な油をペーパータオルで拭き取り、③を加えて汁気が無

くなるまで煮からめる。
⑦　ご飯を器に盛り、④と⑥を盛りつける。

ご飯……………… 4杯分（800ｇ）
鶏もも肉……………………500ｇ
長ネギ………………………… 1本
グリーンアスパラガス……… 4本
梅干し………………………… 2個

　　しょうゆ…………… 大さじ3
Ⓐ　砂糖・みりん…… 各大さじ2
　　水…………………… 大さじ5
塩……………………………… 少々
サラダ油………………… 大さじ1
片栗粉………………………… 少々

（４人分）

材　料

作り方

児童相談所全国共通ダイヤル

１８９（いちはやく）
気づいてあげて
そのサイン
◉11月は児童虐待防止推進月間

の
行
為
が
子
ど
も
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
激
し
い
泣
き
声
が
す
る
」

「
大
人
を
見
て
お
び
え
る
」
な

ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ

い
た
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
思
い
通
り
に
い
か
な

い
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
虐
待
の
当

事
者
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

時
は
、
不
安
や
悩
み
を
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
勇
気
が
あ

な
た
と
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
６
）
／
宇
治
児
童
相
談

所
京
田
辺
支
所
（
☎
６
８
︲
５

５
２
０
）

１（
い
ち
）
８（
は
や
）
９（
く
）

　
こ
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
の

に
、
理
由
は
い
ら
な
い
。

　
情
報
提
供
や
相
談
を
ま
ず
は

連
絡

（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
）

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　
子
ど
も
達
を
救
う
の
は
あ
な

た
の
気
づ
き
で
す
。
児
童
虐
待

は
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
親
子
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
し
つ
け
と
は
、
社
会
で
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

教
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
言
葉
や
見

本
を
示
す
な
ど
、
本
人
が
理
解

で
き
る
方
法
で
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
た
だ
、
愛
情
の
あ
る
「
し
つ

け
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為

が
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け

て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
虐

待
」
で
あ
り
、
子
ど
も
の
す
こ

や
か
な
成
長
・
発
達
を
損
な
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
か
ど
う
か
は
、
愛

情
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な

ど
の
親
側
の
事
情
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
、
親

し
つ
け
と
体
罰
は
ど
う
違
う

の
？

町立保育所「あゆみのその」

令和７年度
入所申し込み

申込　給付認定（２号認定（満３歳以上）・
３号認定（満３歳未満））の手続きが必要
です。手続きは、入所手続きと同時に行い
ます。
対象児童　平成31年４月２日生まれ～生
後90日以上の乳幼児
申込書配布　11月１日（金）から町立保
育所・役場で配付（土・日・祝日除く）
受付期間　11月22日（金）～ 29日（金）
（土・日・祝日除く）
受付場所　町立保育所
平日午前８時30分～午後５時15分
※�保育の必要性を認定する証明書等の添付
が必要です。早めに申込書を請求してく
ださい。
入所要件　①就労（月64時間以上）②妊娠・
出産（分娩予定月の前後２か月）③その他
※詳細は入所案内または町ＨＰまで

・ 町立保育所　☎８８‐６６１１
子育て支援課　　☎８８‐６６３６

※�現在入所している児童の入所申込書類は
保育所で配付します。

※�町外の認定こども園等を希望される場合
は保育所までご相談ください。

　火災が発生しやすい時季を迎えます。火災発生防止に一層の注意をしていただくため、１１月
９日（土）から１１月１５日（金）までの７日間、全国一斉に『秋の火災予防運動』を実施します。
　「４つの習慣・６つの対策」で火災を起こさないようにしてください。

４つの習慣
１.寝たばこは絶対にしない、させない。
２.ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３.こんろを使うときは火のそばを離れない。
４.コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
１.火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
２.火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期に点検し、１０年を目安に交換する。
３.火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
４.火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
５.お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
６.防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

宇治田原分署☎88‐5500

・ 社会福祉協議会☎88－3294／ FAX88－4094

社協通信

～サンタクロースがクリスマスプレゼントを
お家に届けます♪～

　各ご家庭よりたくさんの物品をご持参いただき、ありがと
うございました。
　収益金は、町社協が取り組む「地域福祉の推進」「ボランティ
ア活動の振興」に役立てさせていただきます。皆さまのご来
場をお待ちしています！

■サンタがお家にやってくる！■

■心をつなぐ福祉バザー【ミニ】開催■

わかばのつどい（65歳以上一人暮らし）

11月３日（日・祝）　午前10時～午後３時
商工祭（住民グラウンド）

日　時　12月16日月　田原方面
　　　　　　 17日火　宇治田原方面
　　　　時間はいずれも午前10時～午後４時
プレゼント　ケーキとお楽しみ品
申込方法　�11月29日（金）までに社協窓口にてサンタお願

いカード（500円）をご購入ください

田辺警察署☎63‐0110

～『４時からライト』が合言葉！～
　秋の日はつるべ落としと呼ばれるように、日が暮れ
始めるとあっという間に辺りは暗くなってくる季節と
なりました。日没の１時間前から日没１時間後は特に
交通事故が多発する傾向にあります。
　そこで、皆さんに実践していただきたいのが、『４
時からライト』です！暗くなる前の午後４時を目安に
車両のヘッドライトをオンにすることで、歩行者等も
車両の存在を認識しやすくなるとともに、ドライバー
目線でも歩行者等の発見を早めることで交通事故を防
止しようという取組です。
　歩行者の方も夕方以降に徒歩でお出かけの際は、明
るい服装や反射材を着用するなど暗い中でも自分の存
在を周囲に知らせる工夫で交通事故を防止しましょ
う。

◎住宅防火　いのちを守る　10のポイント

「守りたい　未来があるから　火の用心」
秋の火災予防運動

１８９（いちはやく）
気づいてあげて
そのサイン

November 2024 06

固定資産評価審査委員会
３人が審査委員に就任

　11月12日～25日は「女性に対する暴力
をなくす運動」実施期間です。
　ＤＶとは、夫婦配偶者や恋人などの親
密な関係にある（または、あった）者から
振るわれる暴力のことです。
　ＤＶは「暴力」であり、そして「犯罪」で
す。
　ＤＶは自分たちだけで解決するのが難
しい問題です。　　　
　ＤＶかもしれないと思ったら、ひとりで
悩まず勇気を出して相談してください。最
寄りの相談窓口へご案内します。あなた
や家族のプライバシーは厳守されます。
ＤＶ相談ナビ　

＃８
は れ れ ば

００８　

あなたやあなたの大切な人のために
ストップ！DV

�福祉課☎88‐6635／南部家庭支援
センター☎43‐9911（ＤＶ専用）
／ＤＶ相談＋（プラス）https://
soudanplus.jp/

最優秀賞に西野杏莉さん
　防火意識の向上などを目的に行っ
た第16回宇治田原町防火ポスター
コンクールの入選作品が決まり、小
中学生から応募のあった109作品
の中から、西野杏莉さんが最優秀賞
に輝きました。
　最優秀作品は、本町の防火ポス
ターとして今後活用します。

ポスター展
11月９日（土）～15日（金）
総合文化センターロビー

入選者（敬称略）
▶最優秀賞　西野杏莉（宇小４年）

▼優秀賞　榎木千優（宇小４年）、
若林葵（宇小４年）、永谷奏仁（宇
小４年）、奥谷莉子（田小４年）、濱
口桃華（田小４年）、福井稜真（田
小４年）、信濃咲月（田小４年）、濱
口詩之（維中１年）、永谷雨音（維
中１年）、山下陽大（維中１年）、古
川陽葵（維中１年）

～守りたい 未来があるから 火の用心～

がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631

第16回　防火ポスターコンクール

最優秀賞に選ばれ
た西野杏莉さんの
作品

�「都市計画道路宇治田原山手線の早期完成を求
める住民会議」（清水甚会長）は10月17日
（木）、住民や関係団体に連携を呼びかけ早期完
成への機運を高めようと啓発活動を行いました。
　山手線が全線開通すると、利便性の向上や生活
圏の拡大、新たな人や物の交流を促し、企業活動
と雇用の好循環を創出し
ます。
　当日は、早期完成を目
指し、住民ら約110人
が集結し、のぼり旗や横
断幕・啓発看板を設置し
ました。
まちづくり推進課☎８８‐６６１６

～ゆめと未来をつなぐみち～
山手線の早期完成を！

　固定資産評価審査委員会委員に、大北康人さん、矢野 巳さんが再
任、藤田明正さんが新たに就任されました。
固定資産評価審査委員会とは ▼ ▼ ▼固定資産課税台帳に登録された価
格に関する不服の申し出を審査する地方税法に基づき設置された中立
的な機関
任期は令和６年10月13日から令和９年10月12日までの３年間です。

税住民課☎８８‐６６３３

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
に
よ
り
、

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
医

療
機
関
受
診
の
方
法
は
、
次
の

３
つ
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

①
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
が

有
効
期
限
の
紙
の
国
保
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
・
・
証
に

記
載
の
有
効
期
限
（
最
長
で
令

和
７
年
12
月
１
日
）
ま
で
は
保

険
証
が
使
用
で
き
ま
す
。
有
効

期
限
到
来
後
や
保
険
証
を
紛
失

等
の
際
は
、
次
の
②
、
③
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
・
・
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
な
い

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
に

は
、
①
の
方
法
ま
た
は
別
途
交

付
す
る
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
マ
イ
ナ
保
険
証
と
合
わ

せ
て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

③
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
・
・
①
②
ど
ち
ら
に
も

該
当
し
な
い
方
は
、
別
途
交
付

す
る
「
資
格
確
認
書
」
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

◎
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

及
び
「
資
格
確
認
書
」
は
、
令

和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
新
規

加
入
す
る
方
等
に
は
手
続
き
の

際
、
①
の
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
に
は
有
効
期
限
到
来
ま
で
に

交
付
し
ま
す
。

◎
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分
を

助
成
す
る
各
種
制
度
の
受
給
者

証
は
、
①
～
③
い
ず
れ
の
場
合

も
引
き
続
き
必
要
で
す
。

［
例
］
子
育
て
支
援
医
療
費
、

福
祉
医
療
費(

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
・
障
が
い
者
医
療
費)

、

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康
管

理
事
業
費
、
老
人
医
療
費
、
自

立
支
援
医
療
費(

更
生
医
療
、

育
成
医
療
、
精
神
通
院
医
療)

助
成
な
ど

※�

会
社
に
お
勤
め
の
方
な
ど
、

国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加

入
の
方
は
、
加
入
先
の
保
険

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
早
め
の
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
保
険
証
利
用

登
録
は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
の
ほ
か
、
医
療
機

関
・
薬
局
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

他
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
対
策
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

国
民
健
康
保
険（
国
保
）

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

〈
来
月
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証

で
の
受
診
が
始
ま
り
ま
す
〉

〈
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
は

お
早
め
に
〉

　
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施

設
に
お
い
て
、
充
電
池
な
ど
が

原
因
と
思
わ
れ
る
火
災
事
故
が

全
国
的
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。

火
災
事
故
が
発
生
し
、
収
集
車

や
処
理
施
設
の
設
備
が
破
損
す

る
こ
と
で
、
ご
み
収
集
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
処
分
場
で
の
搬
入
物
の
検
査

で
、
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
燃

や
さ
な
い
ご
み
の
中
に
、「
バ

イ
ク
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
ハ
ン

デ
ィ
フ
ァ
ン
」
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
幸
い
に
も
火
災
が
発
生

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
重
大
な
事
例
で
す
。

　
正
し
く
分
別
を
し
て
出
す
こ

と
で
、
火
災
事
故
は
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
の

分
別
を
再
度
確
認
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
缶
・
乾
電
池

　
必
ず
使
い
切
り
、
穴
を
あ
け

ず
に
「
燃
や
す
ご
み
」
の
日
に
、

種
類
ご
と
に
燃
や
す
ご
み
と
別

の
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
す
。

●
ラ
イ
タ
ー

　
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
の
日
に
燃
や

さ
な
い
ご
み
と
別
の
透
明
の
袋

に
入
れ
て
出
す
。

●
充
電
池
・
ボ
タ
ン
電
池

　
電
気
製
品
に
接
す
る
端
子
に

テ
ー
プ
を
貼
り
絶
縁
し
、
役
場

２
階
の
建
設
環
境
課
窓
口
に
設

置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
る
。

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
充
電
池
が
内
蔵

さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
ま
た
は
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー
に
設
置

し
て
い
る
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
る
。
た
だ
し
、
加

熱
式
た
ば
こ
は
対
象
外
。
販
売

店
等
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

火
災
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３
９
）バッテリーとハンディファン

大北康人さん 藤田明正さん矢野 巳さん
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健康対策課　☎88‐6610
　子育て支援課☎88‐6636

子 育 て 支 援
センター事業

11月

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2

事業名 栄養相談
①10：30～11：30�
②13：30～14：30�
③15：00～16：00�
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

時間
場所

内容

3 4 5 6 7 8 9
文化の日 振替休日 授乳育児相談

9：30～11：30
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

10 11 12 13 14 15 16

子育て講座
10：00～11：30
はぐ♡くむセンター
テラピーエクササイズ

おでかけ広場
10：00～11：00
消防署見学
（岩山会館集合）

子育て講座
10：00～11：30
役場会議室202
アロマ講座

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
絵本読み聞かせ

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
手型・足型アート

17 18 19 20 21 22 23
栄養相談
①10：30～11：30�
②13：30～14：30�
③15：00～16：00�
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

子育て相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター

勤労感謝の日

24 25 26 27 28 29 30
授乳育児相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

子育て講座
10：00～11：30
役場会議室101-102
メイク講座

今月の
元気はつらつ！若返り塾
場　　　所 日 時間

総 合 文 化 セ ン タ ー
（おやじエクササイズ） １日㊎・15日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 １日㊎ 午後
郷 之 口 会 館 14日㊍ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 20日㊌ 午前
荒木（やすらぎ荘） ８日㊎ 午後
南 区 公 民 館 22日㊎ 午後
岩 山 会 館 ６日㊌ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 22日㊎ 午前
禅 定 寺 会 館 29日㊎ 午後
立 川 公 民 館 15日㊎ 午後
湯 屋 谷 会 館 ８日㊎ 午前
奥 山 田 会 館 28日㊍ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内

・ 　子育て支援課☎88‐6636

栄養相談　 　［対象］住民
　1日㊎、18日㊊　①午前10時30分～11時30分
　　　　　　　　②午後１時30分～２時30分
　　　　　　　　③午後３時～４時
乳児健康診査　［対象］生後３～５か月
　13日㊌　午後０時50分～１時30分受付
幼児健康診査　［対象］１歳６～９か月
　15日㊎　午後０時50分～１時30分受付

　対象者には個別に通知いたします。

場所 ＝いずれも「はぐ♡くむセンター（保健センター）」
　　 　　＝要予約

親子で遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。※事業はすべて予約制です。
プレイルーム利用時間 ▼平日９：00〜16：30
子育てに関する相談を受け付けているほか、ファミサポ会員も募集中です。

あそびの広場 妊婦さんから就学前の子どもと保護者まで。
 一緒に遊んで交流しましょう。

おでかけ広場 町内各地におでかけします。
 四季折々の宇治田原のステキなところを再発見しましょう。

各 種 事 業 「栄養相談」「授乳育児相談」「子育て相談」等も実施しています。

・ 地域子育て支援センター ☎８８－６６２２

　　　（はぐ♡くむセンター）

　今月は「オータム・ウィーク」で下記のイベントを実施します。
パパママはもちろん、おじいちゃんおばあちゃんとの参加も大
歓迎です。皆さんのご参加をお待ちしています。（要予約）

　予約制となっていますので、電話（88-6622）また
は子育て応援アプリ“母子モ”にてお申し込みください。������������

　11日（月） テラピーエクササイズ 午前10時～11時30分
　12日（火） おでかけ広場（消防署見学） 午前10時～11時
　13日（水） アロマ講座 午前10時～11時30分
　14日（木） 絵本読み聞かせ 午前10時～11時
　15日（金） 手型・足型アート 午前10時～11時

　※12日（火）は岩山会館に集合して消防署見学をします。

オータム・ウィークのお知らせ

子育てサービス
利用支援窓口

平日８:30〜17:15
電話相談も可

空気が乾燥する季節
インフルエンザにご注意を

< 予防のための生活習慣 >
①手洗いをする
　石鹸を使用して、指や爪の間から手首まで
しっかりと洗いましょう。
②うがいをする
　のどの奥まで、連続して3回以上うがいをし
ましょう。
③マスクを着用する
　インフルエンザは飛沫感染（感染者の鼻水等
に接触すること）が主です。咳や鼻水がある時
はマスクの着用をお勧めします。
④睡眠・栄養・運動に気をつけて免疫力をアッ
プさせる
　1日3食を規則正しく、バランスよくとりま
しょう。また、十分な睡眠をとり疲れをためな
いように心がけてください。適度な運動は、心
身をリフレッシュさせ、免疫力アップに非常に
効果的です。

　町では、乳幼児または65歳以上等の対象者
にインフルエンザ予防接種の費用を助成してい
ます。令和6年度の高齢者インフルエンザワク
チン予防接種は11月1日～令和7年1月31日ま
で実施していますので、接種を希望する方は上
記期間内に接種してください。
　また、10月1日～令和7年1月31日の期間に、
令和6年度高齢者新型コロナウイルス感染症予
防接種も実施していますので併せてご検討くだ
さい。

⑤室内環境を整える
　ウイルスは乾燥している環境が大好きです。
湿度は50～ 60％をキープし、肌や粘膜、空
気の乾燥を防いでウイルスの増殖を防ぎましょ
う。

　気温が下がり空気が乾燥する時期には、様々な感染症が流行します。
　体調管理を行い、感染症予防に努めてください。例年12月から3月頃を中心
に感染者が増え、1月～ 2月に最も患者数が多くなるインフルエンザは感染力が
強く、症状が出る前日から感染力を持つため、気づかないうちに感染を広げる危険性があります。

　事業やイベントによっては、プレイルームを
ご利用いただけない場合があります。
　ご了承ください。

◎インフルエンザを予防しましょう◎

◎インフルエンザの予防接種はお済みですか◎

オータム・ウィーク

筋膜リリースで
リフレッシュ！

臨床心理士に
よるカウンセ
リングです。

問い合わせ 高齢者インフルエンザ予防接種・
高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種：健康対策課☎88‐6610
乳幼児のインフルエンザ予防接種助成制度：子育て支援課☎88‐6636

※予防接種の詳細は、以下をご確認ください。
　・高齢者インフルエンザ：今月号折込チラシ、町HP
　・高齢者コロナウイルス：10月号折込チラシ、町HP

アロマの香りに包
まれて、癒しのひ
とときを過ごしま
しょう。

お子さんの大好き
な消防車や救急車
を一緒に見に行き
ましょう。
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暮らしの
情報

＝問合せ先　 ＝申込先

11月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試

験
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
地
震

速
報
訓
練
を
行
い
ま
す

　
大
規
模
な
地
震
や
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
等
に
備
え
、
全
国

一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
情
報
伝

達
試
験
お
よ
び
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に

よ
る
緊
急
地
震
速
報
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
長
距
離
ス
ピ
ー

カ
ー
で
の
屋
外
放
送
・
公
共
施

設
で
の
館
内
放
送
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
含
む
）・
防
災
ア
プ
リ
へ
の

情
報
配
信
（
緊
急
地
震
速
報
の

訓
練
放
送
）を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
地
震
速
報
訓
練

の
際
に
は
、大
地
震
に
備
え
て
、

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
①
緊
急
地
震
速
報
訓
練

11
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時

②
情
報
伝
達
試
験

11
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時

※ 

気
象
等
の
状
況
に
よ
り
、
中

止
に
な
る
場
合
あ
り
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　
と
っ
さ
に
身
の
安
全
を
確
保

す
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
緊

急
地
震
速
報
の
報
知
音
を
合
図

に
、３
つ
の
安
全
確
保
行
動（
①

ま
ず
低
く
②
頭
を
守
り
③
動
か

な
い
）を
自
分
の
い
る
場
所（
職

場
、
外
出
先
等
）
で
約
１
分
間

行
う
も
の
で
す
。

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

心
配
に
な
る
寒
い
季
節
。
町
で

は
乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
生
後
６
か
月
か
ら
小
学

校
入
学
前
の
乳
幼
児

助
成
額
　
接
種
費
用
の
２
分
の

１
（
１
回
上
限
：
２
千
円
）

助
成
回
数
　
１
人
２
回
ま
で

（
令
和
６
年
度
中
）

申
請
に
必
要
な
物

・
領
収
書
（
接
種
日
、
被
接
種

者
氏
名
、
医
療
機
関
名
、
予
防

接
種
ワ
ク
チ
ン
名
、
金
額
の
記

載
の
あ
る
も
の
）

・
通
帳
な
ど
振
込
先
が
わ
か
る

も
の

助
成
対
象
期
間
　
令
和
６
年
４

月
１
日
（
月
）
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
接
種

分申
請
期
限
　
令
和
７
年
３
月
31

日
（
月
）
ま
で

乳
幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
　
予
防
接
種
の
助
成

※ 

接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
（
か
か

り
つ
け
医
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
）。

・

子
育
て
支
援
課
（
☎
８

８
︲
６
６
３
６
）

　
今
年
度
は
、
給
与
支
払
者
向

け
の
定
額
減
税
関
係
の
内
容
を

含
ん
だ
年
末
調
整
説
明
会
と
な

り
ま
す
。

定
員
　
各
回
１
５
０
人
（
参
加

無
料
）

日
時
　
11
月
22
日
（
金
）

第
１
部
　
午
前
10
時
～
正
午

第
２
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
内
容
は
同
じ
）

場
所
　
文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
城
陽
市
寺
田
今

堀
１
番
地
）

申
込
期
限
　
開
催
日
前
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
に
て
要
予

約
※
土
日
祝
日
を
除
く

・

宇
治
税
務
署
法
人
課
税

第
１
部
門
（
☎
４
４
︲
４
４
５

７
）

事
業
者
の
方
へ
　
令
和
６
年
分

年
末
調
整
（
定
額
減
税
関
係
含

む
）
説
明
会
を
行
い
ま
す

　
奥
山
田
に
あ
る
全
国
的
に
も

珍
し
い
の
名
前
で
あ
る
「
青
春

神
社
」
な
ど
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
昼

食
会
場
で
は
、
宇
治
田
原
の
面

白
話
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員
　
先
着
25
人

日
時
　
12
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
２
時
※
雨
天
決
行

集
合
場
所
　
町
役
場

コ
ー
ス
　
正
寿
院
～
青
春
神
社

～
遍
照
院
～
幸
神
社
～
天
神
社

※ 

約
７
㎞
の
ほ
と
ん
ど
平
坦
な

青あ
お
は
る春
神
社
と
奥
山
田
を
巡
る

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

道
で
す
。

昼
食
場
所
　
宗
円
交
遊
庵
や
ん

た
ん

参
加
費
　
千
円
（
昼
食
代
、
保

険
代
含
む
）

申
込
期
限
　
11
月
22
日
（
金
）

申
込
方
法
　
役
場
窓
口
備
付
け

の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
。（
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
可
）

※ 

申
込
書
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲

３
２
３
１
・
メ
ー
ルshoukou 

@
tow

n.ujitaw
ara.lg.jp

）

　
法
律
に
基
づ
く
第
三
者
交
付

の
制
度
（
※
）
を
悪
用
し
て
、

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
を
不
正

取
得
す
る
事
件
が
他
県
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
た
方
に
対
し
、
第
三

者
へ
の
交
付
の
事
実
を
通
知
し

て
、
不
正
取
得
に
よ
る
被
害
を

防
止
し
ま
す
。

登
録
方
法
　
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
役
場
窓
口
で
登
録
。

　
申
請
書
１
枚
で
、
世
帯
員
の

方
も
同
時
に
登
録
で
き
ま
す
。

※ 

法
律
上
の
有
資
格
者
（
弁
護

士
、
行
政
書
士
等
）
に
よ
る

請
求
に
対
し
て
は
、
厳
格
な

審
査
を
行
い
証
明
書
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

・

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
４
）

本
人
通
知
制
度
の
登
録
は
お

済
み
で
す
か

　
近
年
、
自
家
用
車
に
頼
っ
た

生
活
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
の
要
因

で
公
共
交
通
の
利
用
が
減
少

し
、
利
用
者
の
少
な
い
路
線
で

は
一
部
路
線
が
廃
止
・
減
便
に

な
る
な
ど
、
公
共
交
通
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
通
勤
・
通
学
や
買
い

物
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
は

欠
か
せ
な
い
暮
ら
し
の
足
で

す
。

　
日
常
の
移
動
手
段
の
ひ
と
つ

と
し
て
公
共
交
通
を
取
り
入
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
公
共
交
通
を
守
る
た
め
に

　
現
在
、
町
で
は
町
内
外
を
つ

な
ぐ
路
線
バ
ス
（
京
都
京
阪
バ

ス
）
と
、
う
じ
た
わ
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

♥
（
ら
い
く
は
ー
と
）
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
地
域
公
共
交
通
が

あ
り
ま
す
。

　
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
公

共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
交
通
事
業
者
の
努
力
だ

け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
利
用
が

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
公

共
交
通

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
地
域
、
交
通
事
業
者
、
行
政

が
連
携
・
役
割
分
担
し
、
維
持
・

確
保
・
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８

８
︲
６
６
１
６
）

　
11
月
11
日（
月
）～
17
日（
日
）

は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

期
間
中
、
町
内
の
小
学
生
が
描

い
た
「
税
金
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
も
の
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵

画
を
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
展

示
し
ま
す
。

　
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
（w

w
w

.nta.
go.jp

）
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
こ
の
機
会
に
税
を
身
近
に

感
じ
、理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

宇
治
税
務
署
（
☎
４
４
︲
４

１
４
１
）
／
税
住
民
課
（
☎
８

８
︲
６
６
３
３
）

　
近
年
、
家
庭
菜
園
へ
の
関
心

や
自
然
豊
か
な
環
境
で
の
暮
ら

し
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
町
で
は
、
地
域
に
あ
る
空
家

を
所
有
者
か
ら
の
申
請
を
受
け

「
宇
治
田
原
町
空
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
・
公
開
し
、
移
住
者
へ

の
賃
貸
・
売
買
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

管
理
不
全
空
家
を
防
ぐ
た
め
に

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
不
動
産
の

相
続
を
知
っ
て
か
ら
３
年
以
内

に
相
続
登
記
を
行
う
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
当
な
理
由
な
く
義
務
に
違

反
し
た
場
合
に
は
10
万
円
以
下

の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
前
に
相
続
が
開

始
し
て
い
る
場
合
も
３
年
間
の

猶
予
期
間
（
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
に
登
記
す
る
必
要
あ

り
）
が
あ
り
ま
す
。

　
不
動
産
を
相
続
し
た
ら
早
め

の
登
記
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８

８
︲
６
６
１
６
）

空
家
の
適
正
な
管
理
で
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
へ

　
町
で
は
、
京
都
労
働
局
と
の

雇
用
対
策
協
定
に
基
づ
き
『
出

張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』
を
共
同
で

開
催
し
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
で
就
職
を
お

考
え
の
方

日
時
　
11
月
22
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
町
役
場
１
階
相
談
室
１

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

０
２

※ 

待
ち
時
間
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
（
☎
２

０
︲
８
６
０
９
）

　
皆
さ
ん
は
「
人
生
会
議
（
Ａ

Ｃ
Ｐ
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
人
生
会
議
と
は
、
予
期
せ
ぬ

出
来
事
や
突
然
の
病
気
な
ど
も

し
も
の
時
に
備
え
、
ど
ん
な
医

療
や
介
護
を
受
け
た
い
か
、
自

分
の
思
い
や
希
望
を
整
理
し
、

周
囲
の
人
と
共
有
す
る
方
法
で

す
。

　
「
自
分
が
ど
う
生
き
た
い
の

か
」「
何
を
大
切
に
し
た
い
の

か
」、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
一

人
で
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、

ま
た
家
族
で
終
活
に
つ
い
て
話

し
合
お
う
と
し
て
も
敬
遠
さ
れ

が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
命
に
関
わ
る
よ
う
な
病

気
や
怪
我
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
命
の
危
険
が
迫
っ
た

状
況
に
な
る
と
、
約
７
割
の
方

が
自
分
の
望
み
を
人
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
に

備
え
、
自
分
の
望
む
生
き
方
、

そ
れ
を
支
え
る
医
療
や
介
護
に

つ
い
て
周
囲
の
方
と
『
人
生
会

議
』
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐhttps://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

new
page_02783.htm

l

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

５
）
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８
︲
３
７
１
９
）

11
月
30
日
は
『
人
生
会
議
』

の
日
～
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
～
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Ujitawara  Town  Topics 

　町内各所で運動会が行われました。
　町立保育所（＝山下愛子所長）、うぐいす宇治田
原幼稚園（＝堀陽子園長）では、園児らが小さな体
をめいっぱい使ってかけっこや可愛らしいダンスを
披露しました。
　また、2小学校では児童らが雨模様の天気にも負
けず、全力でリレーや綱引きに取り組み会場を盛り
上げました。

全力を出し切り、笑顔溢れる
保育所、幼稚園、2小学校、中学校で
運動会・体育大会

　
文
化
財
は
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
国
民
共
有
の
貴
重

な
財
産
で
、
郷
土
の
歴
史
や
文

化
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

　
現
在
、
町
内
に
は
国
指
定
重

要
文
化
財
、
京
都
府
指
定
・
登

録
（
暫
定
含
む
）、
町
指
定
・

登
録
な
ど
、
56
件
に
及
ぶ
貴
重

な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
郷
土
の
文
化
遺

産
を
見
直
す
と
と
も
に
、
文
化

財
を
大
切
に
保
護
し
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
３
）

毎
年
11
月
１
日
～
７
日
は

「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」

　
営
農
さ
れ
て
い
る
方
等
で
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害

で
お
悩
み
の
場
合
は
、
役
場
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
整
備

等
の
ご
相
談

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
侵

入
防
止
柵
を
整
備
す
る
た
め
に

は
、
左
記
の
条
件
が
あ
り
ま
す

が
、
国
庫
補
助
に
採
択
さ
れ
る

と
負
担
額
を
抑
え
て
整
備
で
き

ま
す
。

　
11
月
中
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

【
主
な
条
件
】

①
受
益
戸
数
３
戸
以
上
（
地
形

な
ど
の
理
由
に
よ
り
必
ず
し
も

隣
接
し
て
い
る
必
要
な
し
。）

②
設
置
は
各
自
施
工

③
現
在
耕
作
中
の
農
地
、か
つ
、

柵
の
耐
用
年
数
（
14
年
間
）
ま

で
耕
作
予
定
で
あ
る
こ
と
。

④
一
定
以
上
の
費
用
対
効
果
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
。

・

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

事
務
局
（
産
業
観
光
課
内
☎
８

８
︲
６
６
３
８
）

　
11
月
15
日
（
金
）
か
ら
翌
年

３
月
15
日
（
土
）
の
間
は
、
狩

猟
期
間
で
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
立

狩
猟
期
が
は
じ
ま
り
ま
す

ち
入
る
場
合
は
、
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

入
山
者
の
皆
様
へ

・
狩
猟
者
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
た
め
に
、
黄
色
、
オ
レ

ン
ジ
色
、
蛍
光
色
と
い
っ
た
目

立
つ
色
の
服
、
帽
子
、
バ
ン
ダ

ナ
な
ど
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
中
で
犬
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
た
ら
、
近
く
で
狩
猟
が
行
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
安
全
の
た
め
に
速
や
か
に

そ
の
場
所
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ

い
。

狩
猟
者
の
皆
様
へ

・
猟
銃
は
矢
先
（
獲
物
）
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
仲
間
同
士
に
よ
る
事
故
防
止

の
た
め
、
目
立
つ
帽
子
や
服
装

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
事
務

局
（
産
業
観
光
課
内
☎
８
８
︲

６
６
３
８
）

　
宇
治
茶
を
は
じ
め
、
京
都
・

山
城
地
域
の
「
食
」
が
一
堂
に

会
す
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
美
味
し
い
地
元
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、
新
鮮
な

京
野
菜
の
販
売
、宇
治
茶
体
験
、

ミ
ニ
鉄
道
乗
車
体
験
、
お
楽
し

み
ス
テ
ー
ジ
な
ど
１
０
０
ブ
ー

ス
が
大
集
合
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
城
陽
五
里
五
里
の
丘

（
京
都
府
立
木
津
川
運
動
公

園
）（
城
陽
市
富
野
北
角
14
︲

８
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
「
長
池
駅
」

北
口
か
ら
徒
歩
約
10
分
）
／
近

鉄
京
都
線「
寺
田
駅
」か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
予
定

参
加
費
　
入
場
無
料

備
考
　
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

※ 

公
共
交
通
機
関
で
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
宇
治
茶
・
山
城
ご
ち
そ
う

フ
ェ
ス
タ
」
実
行
委
員
会
事
務

局
（
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

　
企
画
・
連
携
振
興
課
）
☎
２

１
︲
２
０
４
９

宇
治
茶
・
山
城
ご
ち
そ
う

フ
ェ
ス
タ

内
容
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
バ
ザ
ー

ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

日
時
　
11
月
２
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
府

民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
）

主
催
　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
・

京
都
府
・
京
都
府
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
ら
ら
京
都

府
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０

７
５
︲
４
１
４
︲
４
２
９
１
）

／
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ら
ら
京
都
（
☎
０
７
５
︲
６
９

２
︲
３
４
３
３
）

第
36
回
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
11
月
は
第
３
期
分
の
納
期

で
す
。
該
当
者
に
は
納
付
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金

第
３
期
分
納
入
の
お
願
い

私たちの声を聞いてください
小・中学生主張大会

　青少年が自分の思いや考えを、自分の言葉
で主張するこの大会。どなたでもご入場いた
だけます。まちの未来を担う青少年たちの訴
えを直接、聞きにご来場ください。

日時　11月16日土
　　　午後２時～
場所　町総合文化センター　研究室１
発表者
・田原小学校（６年）　　　望月菜々美さん
　　　　　　　　　　　　　安井　菜春さん
・宇治田原小学校（６年）　辻井ひよりさん
　　　　　　　　　　　　　前田　莉花さん
・維孝館中学校（２年）　　勝谷　栞さん
　　　　　　　　　　　　　人見優衣奈さん

青少年育成協議会事務局
　（社会教育課内☎８８‐６６１３）

日時　11月８日金
　　　午前10時～ 11時30分
場所　総合文化センター研修室１
講師　司法書士　石田郁雄氏
　　　（町空家等対策協議会委員）
※�事前申し込み不要、60歳以下でも参加
可能

社会教育課（☎８８‐６６１３）

ことぶき大学第５回講座
「実家をどうする？～相続・遺言・
空家について考えてみませんか～」 　新年号（令和７年１月）の表紙を飾る笑顔

の写真を募集します。年齢は問いませんので、
ご家族皆さんでのご応募お待ちしています。

締切　11月30日土
応募　下記アドレスまたは
２次元コードから応募フォー
ムにアクセスし、必要事項を
入力して送信してください。
https://www.shinsei.elg-front.
jp/kyoto2/uketsuke/form.
do?id=1728287382157
※１枚に被写体は１人、
　縦長でお願いします。

・ 総務課☎８８‐６６３１

応募フォーム

高
齢
者
叙
勲
　
旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労	

澤
　
田
　
敎
　
示
さ
ん

令
和
６
年
度
京
都
府
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

　
援
護
功
労
者	

渡
　

　
恵
　
子
さ
ん
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座
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47都道府県・民俗芸能百科
大石　泰夫 /編

　現在も全国各地で行われている
多様な民俗芸能から、選りすぐり
の300弱を紹介。獅子舞・神楽・
盆踊・延年・風流・人形芝居など、
何百年と受け継
がれたものから
新たなパフォー
マンスが光るも
のまで見渡せる
ユニーク百科。

動物の義足やさん
沢田　俊子 /文

　動物たちの力になりたい！たっ
た一人で始めた動物たちの装具作
り。獣医師にアドバイスをもらい
ながら何度も作り直して、ついに
専門家になり…。
３万匹分の装具
を作ってきた島
田旭緒さんの活
動を紹介する。

・ 町立図書館　☎88‐5852

今月の予定

図 書 館 だ よ り

※本文はTRC発行の新刊全
点案内から引用しています。

休館日
　5・12・19・26日（火曜日）
　28日（木・館内整理日）
おはなし会
①�9日（土）１１：００～
②�23日（土･祝）１１：００～
ボードゲーム・デー
①�9日（土）１４：００～
②�23日（土・祝）１4：００～
ハロウィンおはなし会
2日（土）１4：００～

「絵本のじかん」交流会
28日（木・館内整理日）

　好きな本や心に残っている本はありますか。
　本に対する思いを自由に語り合いませんか。
　読書会とは違うスタイルで、新しい本と出
会ってみませんか。

日時　�11月17日（日）　
　　　午前10時30分～（約１時間）
会場　町総合文化センター２階多目的室
内容　�お気に入りの本を持ち込んで、参加者

の方々と語り合いましょう。（手ぶら
での参加可。）

定員　先着５名
備考　詳しくは図書館まで。

本好きの
おしゃべり会

募

集

11
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
年
払
い
や
一

括
払
い
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

募集職種と資格
職　　種 応　募　資　格

事務職員 高等学校卒業程度の学力を有す
る方保育士助手

小中学校講師

各種免許（資格）等を有する方

小中学校支援教員
小中学校図書館司書
放課後児童支援員
保育士
保健師
助産師
看護師
管理栄養士
栄養士
歯科衛生士
介護支援専門員
社会福祉士
自動車運転手
給食調理員 「月額」のみ各種免許（資格）等

を有する方図書館職員

介護保険訪問調査員
介護支援専門員、保健師、看護師、
介護福祉士、社会福祉士のいず
れかの資格を有する方

清掃作業員

ー放課後児童補助員
社会体育施設管理員�
（住民体育館）

日
時
　
12
月
15
日
（
日
）
受
付

午
前
８
時
45
分
～
午
前
９
時
30

分※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

発
着
　
町
役
場

参
加
料
　

▼
一
般
＝
１
，
５
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
１
，
０
０
０

円▼
親
子
＝
２
，
０
０
０
円

申
込
期
限
　
11
月
22
日
（
金
）

コ
ー
ス
種
別
　

▼
２
・
６
ｋ
ｍ
コ
ー
ス

▼
５
ｋ
ｍ
コ
ー
ス

▼
10
ｋ
ｍ
コ
ー
ス

申
込
方
法
　
左
記
か
ら
申
込
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
電
話

に
て
左
記
ま
で
申
込
み

・

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局
（
住
民
体
育
館
内
☎
８
８
︲

４
５
６
７
）

第
11
回
お
茶
の
里
う
じ
た
わ

ら
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
＆
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

内
容
　
①
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
②
モ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

ル
ッ
ク
③
ペ
タ
ン
ク
④
輪
投
げ

日
時
　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所
　
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨

天
中
止
）

協
力
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

住
民
体
育
館
（
☎
８
８
︲
４

５
６
７
）

　
昨
年
北
海
道
で
発
見
さ
れ
た

話
題
の
新
鉱
物
「
北
海
道
石
」

の
現
物
を
間
近
で
見
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
で
す
。

対
象
　
町
内
外
の
18
歳
以
上
の

成
人
（
子
ど
も
の
同
伴
可
能
）

定
員
　
先
着
50
人

日
時
　
12
月
14
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

参
加
費
　
無
料

講
師
　
石
橋
　
隆
氏

申
込
期
限
　
12
月
６
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法
　
左
記
か
ら
申
込
み

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
３
）

大
人
の
地
学
講
座
２
０
２
４

「
北
海
道
石
と
国
内
で
発
見

さ
れ
た
新
鉱
物
」

　
町
内
在
住
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

指
導
で
、
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

宇

治
田
原
の
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方

大
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り

定
員
　
先
着
10
人

日
時
　
11
月
28
日
（
木
）
午
後

１
時
～
３
時

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

参
加
費
　
５
０
０
円

講
師
　
ヤ
ギ
工
房
　
ヤ
ギ 

ノ

リ
コ 

氏

持
ち
物
　
作
品
を
持
ち
帰
る

袋
・
エ
プ
ロ
ン
・
ハ
サ
ミ

申
込
期
間
　
11
月
１
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
15
日
（
金
）
午

後
５
時
ま
で

申
込
方
法
　
左
記
か
ら
申
込
み

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
３
）

申
込
方
法
　
指
定
の
講
師
登
録

令
和
７
年
度
　
山
城
教
育
局
管

内
小
・
中
学
校
講
師
等
募
集

票
ま
た
は
会
計
年
度
任
用
職
員

申
込
書
を
山
城
教
育
局
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
。
講
師
登
録
票

等
は
山
城
教
育
局
、
町
教
育
委

員
会
で
配
付
。
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※ 

11
月
９
日
（
土
）
に
講
師

登
録
会
を
開
催（
電
話
・
ウ
ェ

ブ
で
要
予
約
）。

・

府
山
城
教
育
局
学
務
課

（
☎
６
２
︲
０
２
７
４
）

対
象
　
令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
で
満
18
歳
以
上
の
方

申
込
期
間
　
11
月
１
日
（
金
）

～
12
月
６
日
（
金
）
の
平
日

申
込
方
法
　
「
宇
治
田
原
町
会

計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込

書
」（
顔
写
真
貼
付
）
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
総
務
課
へ
提

出※ 

登
録
申
込
書
は
、
総
務
課
に

備
付
け
の
ほ
か
町
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
資
格
が
必

令
和
７
年
度
　
会
計
年
度
任

用
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の

登
録
者
募
集

要
な
職
種
は
、
免
許
証
・
資

格
証
明
書
等
の
写
し
を
提

出
。

登
録
・
採
用

①
登
録
　
申
込
者
を
令
和
７
年

度
宇
治
田
原
町
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録
。

※ 

登
録
の
有
効
期
限
は
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で

②
採
用
　
職
員
に
欠
員
が
生
じ

た
場
合
等
に
登
録
者
の
中
か
ら

面
接
等
に
よ
り
採
用
を
決
定

③
採
用
期
間
　
必
要
に
応
じ
て

決
定

④
給
料
等
　
宇
治
田
原
町
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
支
給

※ 

「
月
額
制
」（
賞
与
有
り
）・「
日

額
制
」（
賞
与
無
し
）
の
任

用
形
態
の
違
い
に
よ
り
任
用

基
準
・
業
務
内
容
が
異
な
り

ま
す
。

・

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
１
）

募集中

広報うじたわら 令和６年11月号11



くとうてん

　運動会やお祭りなど行事
ラッシュが続く10月も過ぎ、い
よいよ今年もあと２か月となり
ました。撮影に出かけた日は
いい天気が多く、会う人会う人
に「焼けたなぁ～」とよく言わ
れます。もう秋に入っているの
になぁと思いながらも、広報担
当からすると晴天に恵まれるの
はありがたい話です。
　今月号から、来年１月の表
紙である「笑顔の写真」を大
募集中です。ぜひご応募お待
ちしています。 （也）

【町の位置】北緯34度50分東経135度52分海抜146メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　写真と「氏名（ふりがな）」・「年齢」・「元気の秘訣（50文字以内）」・「電話番号」▶わが家のアイドル（乳幼児）　
写真と子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」・「メッセージ（25文字以内）」▶うじたわら LIKE なひととき　町内の LIKE な写真と「氏名（ふ
りがな）」・「一言コメント」をそれぞれお送りください。　■ 送付先　総務課広報 ☎88－6631　または右 QR から

投稿募集中

森田　唯
ゆい

ちゃん （2歳3ヶ月）

　　悠
ゆ ず

珠ちゃん （0歳8ヶ月） 福味　蒼
そ う し ろ う

志郎ちゃん （６歳）
高田　望

の あ

愛ちゃん （１歳）

いっぱい笑って大きくなってね お誕生日おめでとう！
お友達と沢山仲良く遊んでね

誕生日おめでとう！自我が芽生えて
大変になってきたけど毎日幸せをあ
りがとう♪

投票所入場券を持参してください
　投票事務を円滑にするため、有権者の
皆さんに投票所入場券（はがき）を郵送
します。投票の際は入場券を持参し、投
票所の受付に提出してください。入場券
をなくしたり、忘れたときは、投票所の
受付で申し出てください。また、期日前
投票をされる方は、入場券の裏面に「期
日前投票宣誓書」を印刷していますので、
事前に必要事項を記入のうえ、持参して

ください。

屋外放送を行います
　投票日の前日および当日に、長距離ス
ピーカーを用いて、屋外放送による広報
を行います。災害等とお間違えにならな
いようご注意ください。

町選挙管理委員会事務局
　（総務課内☎８８‐６６３１）

　任期満了（11月14日）に伴う町議会議員一般選
挙の投票日は11月10日（日）です。わたしたちの
代表を選ぶ大切な選挙です。あなたの大切な一票を
投じましょう。
　なお、開票は、投票日当日、午後８時45分から
住民体育館で行います。

投票できる方
　日本国民で平成18年11月11日以前に生まれた
方で、令和６年８月４日以前に宇治田原町に住民登
録（転入）され、引き続き住んでいる方。

期日前・不在者投票期間

11 月 ６ 日水 ▼９日土

期日前投票
　投票日に仕事や旅行などで投票所での投票ができ
ない方は、役場で期日前投票ができます。※入場券
が届いている場合はご持参ください。
　　投票時間：午前８時30分～午後８時
　　場　　所：役場１階多目的室２

不在者投票
　入院中や他市町村に滞在中など、一定の事由により
投票所へ行けない方のために、入院中の病院や滞在
中の市町村で事前に投票できる制度です。詳しくは、
施設や選挙管理委員会までお問い合わせください。

町議会議員一般選挙
投票日　11月10日�
午前７時～午後８時

日

宇治田原町の新鮮力
これからよろしくお願いします

♥
ハート

でつなぐ公共交通フォトコンテスト
審査結果発表
　地域の公共交通をより身近に感じてもらい、
新たな魅力を発信するため、インスタグラムを
活用したフォトコンテストを開催しました。

　今回は71点もの素敵な作品が寄せられまし
た。たくさんのご応募ありがとうございました。
審査の結果、sumik.oko 様の「バスに乗って・
回って・楽しもう宇治田原町 !!」が最優秀賞に
選ばれました。おめでとうございます。
　優秀賞・佳作は、町ＨＰ・インスタグラムに
て公開していますのでぜひご覧ください。

応募テーマ
　『ひととまちをつなぐ公共交通』

まちづくり推進課☎８８‐６６１６

作品名：バスに乗って・回っ
て・楽しもう宇治田原町 !!
作者名：sumik.oko 様

　美しい桜並木、蛍の飛ぶ川、
暮らすにも子育てするにも理想
的なこの町にご縁を頂けたこと
に感謝しております。自然環境
だけでなく、文化的な魅力にも
あふれる町のPR、まちづくり
のお役にたてるよう努めたいと
思っております。どうぞよろし
くお願いいたします。

New face hirota　aki

広 田　華 地域おこし協力隊
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